
コロナワクチンの接種を受けられる方へ

コロナワクチン接種によって健康被害が生じた場合、3種類の救済制度の
いずれかを利用することができます。

利用できる救済制度は、「請求する日」「接種した日」「定期接種で接種したかどうか」
によって異なります。

あなたが利用できるのはどの救済制度なのか、下のフローチャートで
確かめてみましょう。

利用できる救済制度は、上記3種類のいずれかとなります。
救済制度の種類によって問い合わせ先が異なります。裏面をご参照ください。

ワクチン接種による
健康被害が起こったら

どうしたらいい？

救済制度を知っておきましょう。

救済の請求日は、令和6年4月1日以降ですか？

救済を求める原因となった接種の接種日は、
令和6年4月1日以降ですか？

予防接種健康被害救済制度の
「臨時接種及び

Ａ類疾病の定期接種」
予防接種健康被害救済制度の
「Ｂ類疾病の定期接種」

医薬品副作用被害救済制度
（任意接種）

救済を求める原因となった接種は、
定期接種として行われたものですか？
※コロナワクチンの定期接種とは
以下の方に対し、毎年秋冬に１回、その年のウイルス株に対応する
ワクチンを用いて市町村が実施する接種を「定期接種」と呼びます。

①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に障害があり日常
生活が極度に制限されている方、またはヒト免疫不全ウイルスに
より免疫機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方

上記に該当しない方が、ご本人の希望で接種を受ける場合は
「任意接種」として扱われます。

いいえ はい

いいえ はい

いいえはい



に該当する方

に該当する方

予防接種健康被害救済制度
「臨時接種及びＡ類疾病の定期接種」

お住まいの市町村（役所、役場）には、
健康被害救済制度を担当する部署（予防接種担当課など）があります。

そちらにお問い合わせください。

厚生労働省ホームページ
「予防接種健康被害救済制度について」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_
kenkouhigaikyuusai.html

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）
救済制度
相談窓口 フリーダイヤル

受付時間：午前9：00～午後5：00/月～金（祝日・年末年始をのぞく）

※ PMDAの相談窓口では、制度の概要説明、請求手続、必要な請求書類などについて案内しますが、個別の事案において、
　 医学薬学的判断、救済給付の支給が認められるか否かについての回答はできないことにご留意ください。

0120-149-931

予防接種健康被害救済制度
「Ｂ類疾病の定期接種」

医薬品副作用被害救済制度
（任意接種）
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独立行政法人医薬品医療機器総合機構ホームページ
「医薬品副作用被害救済制度（一般国民の皆さま）」
https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html

救済制度を利用されたい方は、下記までお問い合わせください。

各救済制度の詳細は下記をご参照ください。


